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関
東
空
也
門
徒
と
し
て
の
竺
仙
と
如
電 

 

早
乙
女
牧
人 

  

は
じ
め
に 

細
木
香
以
（
文
政
五
〈1

8
2
2

〉
～
明
治
三
〈1

8
7
0

〉）
の
伝
を
収
め
る
こ
と
で
名
高

い
『
恩
』
に
は
、
大
槻
如
電
に
よ
る
漢
文
序
が
付
い
て
い
る
。
『
恩
』
刊
行
を
企
画
し

た
橋
本
素
行
（
文
政
六
〈1

8
2
3

〉
～
明
治
四
〇
〈1

9
0
7

〉。
橋
本
仙
之
助
・
金
屋
竺
仙
）

と
如
電
と
は
、
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
の
か
。
本
稿
で
は
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、

「
関
東
空
也
」
お
よ
び
〈
阿
弥
号
〉
授
与
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
な
お
、
以
降

の
本
文
で
「
竺
仙
」
と
あ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
橋
本
仙
之
助
・
初
代
金
屋
竺
仙
の
こ
と

を
指
す
。 

竺
仙
に
よ
っ
て
明
治
三
三
（1

9
0
0

）
年
に
私
家
版
『
恩
』
が
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は

夙
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
如
電
が
『
恩
』
の
た
め
に
漢
文
序
を
寄

せ
た
の
か
。
そ
う
し
た
経
緯
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
『
恩
』
の
大
部
分
の
清

書
を
担
当
し
た
其
角
堂
永
機
の
難
解
な
筆
跡
が
、
解
読
を
拒
ん
で
き
た
こ
と
も
一
因
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
、
い
わ
ば
裏
側
の
日
本
史
に
光
が
当
て
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
最
た
る
原
因
と
い
え
る
。
そ
こ
に
は
身
分
や
職
業
的
区
分

と
い
っ
た
境
界
線
を
排
し
た
人
的
結
び
付
き
、
す
な
わ
ち
〈
連
〉
的
交
流
が
確
か
に
息

づ
い
て
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
往
々
に
し
て
表
立
っ
た
資
料
と
し
て
形
跡
を
残
さ
な

い
。
あ
た
か
も
、
吉
原
と
い
う
言
葉
は
多
く
の
人
が
知
り
な
が
ら
、
吉
原
に
生
き
て
い

た
女
性
た
ち
の
素
性
や
故
郷
、
そ
の
日
常
を
探
る
手
掛
か
り
が
、
あ
ま
り
に
乏
し
い
こ

と
と
似
て
い
る
。
関
東
大
震
災
や
大
戦
を
経
て
、
貴
重
な
資
料
が
灰
燼
と
な
っ
た
こ
と

も
大
き
い
。
仮
に
烏
有
に
帰
せ
ず
と
も
、
後
世
に
学
問
的
価
値
を
見
出
さ
れ
な
か
っ
た

冊
子
や
書
簡
な
ど
は
、
人
知
れ
ず
に
散
逸
す
る
か
雑
紙
と
し
て
反
故
に
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
う
し
た
幾
多
の
災
厄
を
経
て
き
た
現
代
に
お
い
て
、『
恩
』
は
か
つ
て
の
〈
連
〉

的
存
在
を
証
左
す
る
好
史
料
で
あ
る
。
竺
仙
の
ご
子
孫
で
あ
る
橋
本
謙
一
氏
は

（

１

）

、『
恩
』

を
は
じ
め
、
数
多
く
の
貴
重
な
史
料
を
現
在
ま
で
保
存
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
〈
連
〉
的

な
人
脈
は
、
十
人
が
い
れ
ば
、
十
人
と
も
出
自
が
不
明
瞭
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
逆
に

一
人
で
も
出
自
が
判
明
す
れ
ば
、
芋
蔓
式
に
人
脈
の
綾
が
解
け
る
こ
と
が
あ
る
。
竺
仙
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も
如
電
も
、
『
国
書
人
名
事
典
』
か
ら
缺
落
し
た
人
物
で
あ
る
。
如
電
に
至
っ
て
は
、

大
槻
磐
渓
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
さ
え
記
さ
れ
て
い
な
い
。
関
東
空
也
と
い
う
視
点
か
ら

論
じ
た
本
稿
に
よ
っ
て
、
竺
仙
お
よ
び
如
電
を
中
心
と
し
た
、
幕
末
・
明
治
期
に
お
け

る
裏
舞
台
の
人
脈
に
つ
い
て
、
探
求
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。 

（
１
）
橋
本
謙
一
氏
の
ご
著
書
『
向
島
百
花
園
句
碑
め
ぐ
り
人
め
ぐ
り
』（
二
〇
〇
八
年
、
金
屋

竺
仙
）
お
よ
び
ご
発
言
か
ら
は
、
本
稿
執
筆
の
た
め
に
必
要
な
百
花
園
句
碑
、
空
也
門

徒
の
知
識
、
人
物
考
証
な
ど
で
多
大
の
ご
教
示
を
受
け
た
。
た
だ
し
、
本
稿
に
お
け
る

翻
刻
や
論
証
に
関
す
る
一
切
は
、
筆
者
の
責
め
に
帰
す
。
ま
た
本
稿
中
の
引
用
で
「
曼

荼
羅
」
と
あ
る
の
は
、
橋
本
氏
と
伊
藤
一
郎
・
筆
者
と
の
対
談
記
録
「
竺
仙
曼
荼
羅
―

五
代
目
金
屋
竺
仙
橋
本
謙
一
氏
の
語
る
江
戸
通
人
の
世
界
―
」
（
『
古
典
文
学
注
釈
と
批

評
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
指
す
。 

 

如
電
と
関
東
空
也 

大
槻
如
電
（
弘
化
二
〈1

8
4
5

〉
～
昭
和
六
〈1

9
3
1

〉）
は
、
本
名
を
清
修
、
通
称
を

修
二
（
修
次
、
修
治
）、
字
を
念
卿
と
い
い
、
玩
古
道
人
、
活
魚
人
、
天
笑
子
な
ど
と

号
し
た
。
父
は
林
家
に
学
ん
だ
漢
学
者
の
大
槻
磐
渓
（
享
和
元
〈1

8
0
1

〉
～
明
治
一

一
〈1

8
7
8

〉
）
で
あ
り
、
弟
は
『
言
海
』
を
著
し
た
国
語
学
者
の
大
槻
文
彦
（
弘
化
四

〈1
8
4

7

〉
～
昭
和
三
〈1

9
2
8

〉
）
で
あ
る
。
浅
草
文
庫
の
創
設
者
で
、
静
嘉
堂
文
庫
の

一
部
は
彼
の
旧
蔵
書
か
ら
成
る
。
本
名
と
し
て
用
い
た
号
、
如
電
は
「
如
露
亦
如
電
」

（『
金
剛
般
若
経
』
の
一
文
）
か
ら
取
り
、
『
恩
』
序
文
に
あ
る
「
白
念
坊
」
の
号
は
、

自
身
が
白
癜
（
皮
膚
病
の
一
種
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る

（

２

）

。
考
証
家
と
し
て
博
学

多
才
で
知
ら
れ
た
如
電
で
あ
っ
た
が
、
竺
仙
を
取
り
巻
く
人
々
と
の
関
連
性
か
ら
調
査

し
て
い
く
と
、
彼
の
意
外
な
来
歴
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。 

如
電
は
、
明
治
二
五
（1

8
9
2

）
年
七
月
十
日
付
の
『
風
俗
画
報
』
（
四
三
号
）
に
、

如
電
居
士
の
名
義
で
「
空
也
念
仏
」
と
い
う
小
文
を
投
稿
し
て
い
る
。
こ
の
続
編
が
、

ち
ょ
う
ど
一
カ
月
後
の
同
誌
（
四
四
号
）
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
と
き
の
名
義
は
「
優

婆
塞
卍
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
。
こ
の
「
卍
阿
弥
陀
仏
」
と
は
、
『
恩
』
で
白
念
坊
如
電

の
署
名
に
瓢
箪
型
朱
印
で
「
卍
阿
」
と
し
た
も
の
と
同
じ
号
で
あ
る
。
印
形
も
、
竺
仙

追
善
の
一
枚
摺
（
本
号
掲
載
の
翻
刻
を
参
照
）
に
あ
る
「
卍
阿
」
の
瓢
箪
型
朱
印
と
、

お
そ
ら
く
同
一
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
風
俗
画
報
』
（
四
三
号
）
に
は
「
関
東
空
門
優
婆

塞
卍
阿
弥
如
電
謹
白
」
と
あ
る
。「
卍
阿
」「
卍
阿
弥
」「
卍
阿
弥
陀
仏
」
は
、
い
ず
れ

も
如
電
の
別
号
で
あ
る
と
同
時
に
、
い
わ
ゆ
る
〈
阿
弥
号
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

で
は
、
こ
の
〈
阿
弥
号
〉
と
は
何
か
。
そ
し
て
自
身
の
〈
阿
弥
号
〉
を
如
電
は
如
何

に
し
て
得
た
の
か
。
そ
れ
を
解
く
手
掛
か
り
が
、
如
電
が
『
風
俗
画
報
』
に
記
し
た
「
関

東
空
門
」
と
い
う
自
称
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
関
東
空
也
門
」
も
し
く
は
「
関
東
空
也

門
徒
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
如
電
と
竺
仙
と
の
繋
が
り
は
、

両
者
が
関
東
空
也
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

関
東
空
也
と
い
う
言
葉
自
体
、
一
般
に
は
耳
慣
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
奥
田
謙
二
著

『
食
行
脚
東
京
の
巻
』（
一
九
二
五
年
、
協
文
館
）
に
は
、
そ
の
名
も
「
空
也
堂
」
と

い
い
、「
空
也
最
中
」
を
名
物
と
す
る
菓
子
舗
が
載
る
（
現
在
も
店
舗
を
構
え
る
）。
焼

最
中
に
よ
っ
て
名
を
馳
せ
た
が
、
初
代
店
主
に
最
中
の
薄
皮
を
焼
く
と
い
う
発
想
を
与

え
た
の
は
、
竺
仙
と
繋
が
り
の
あ
っ
た
九
代
目
市
川
団
十
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
。
空
也
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堂
の
初
代
は
は
じ
め
、
花
柳
界
に
豪
遊
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
奥
田
に
よ
れ

ば
「
空
也
堂
の
初
代
は
、
空
也
念
仏
の
熱
心
な
門
中
で
あ
つ
た
、
そ
し
て
現
在
関
東
の

門
徒
で
は
、
一
番
古
い
家
筋
で
あ
る
」（
８０
頁
）
と
い
う
。
空
也
門
徒
に
つ
い
て
は
「
他

の
講
中
と
は
、
毛
色
の
変
つ
た
連
中
で
、
金
に
屈
托
の
な
い
、
娑
婆
に
欲
望
の
な
い
茶

人
達
で
、
世
の
毀
誉
褒
貶
に
超
越
し
、
金
銭
利
録
に
解
脱
し
た
人
々
の
、
信
仰
に
よ
つ

て
樹
て
ら
れ
て
居
る
」（
同
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
次
に
紹
介
す
る
如
電

の
寄
稿
文
か
ら
は
、
彼
ら
が
こ
う
し
た
狭
隘
な
説
明
で
片
付
け
ら
れ
る
人
脈
で
な
い
こ

と
が
即
座
に
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
関
東
空
也
門
に
は
確
か
に
文
化
人
も
列
し
た
が
、

奥
田
の
説
明
に
「
茶
人
達
」
と
さ
れ
た
よ
う
な
、
限
定
さ
れ
た
人
選
で
は
な
い
。
こ
れ

は
、
空
也
堂
・
空
也
念
仏
に
関
係
深
い
、
い
わ
ゆ
る
鉢
叩
た
ち
が
茶
筅
売
り
も
兼
ね
て

い
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
解
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

そ
こ
で
以
下
か
ら
、
如
電
の
二
回
に
亘
る
小
文
「
空
也
念
仏
」
に
従
っ
て
、
改
め
て

関
東
空
也
門
の
実
態
を
検
証
し
て
み
る
。 

関
東
空
也
の
淵
源
は
「
空
也
」
の
名
の
と
お
り
、
市
聖
と
称
さ
れ
た
空
也
（
延
喜
三

〈9
0
3

〉
～
天
禄
三
〈9

7
2

〉）
に
ま
で
遡
る
よ
う
だ
。
六
波
羅
蜜
寺
の
立
像
で
金
鼓
を

叩
く
姿
が
示
す
よ
う
に
、
空
也
門
徒
は
念
仏
を
唱
え
て
鉦
を
叩
き
な
が
ら
踊
躍
し
た
。

空
也
に
つ
い
て
の
逸
話
は
数
多
く
、
『
雍
州
府
志
』
第
四
巻
が
著
名
で
、『
風
俗
画
報
』

（
四
三
号
）
で
は
、
そ
の
類
話
を
伝
え
る
。
曰
く
、
空
也
が
閑
居
の
友
と
し
た
鹿
を
平

定
盛
は
狩
猟
し
た
。
鹿
の
死
を
悼
ん
だ
空
也
の
念
仏
を
聞
い
た
定
盛
は
、
す
ぐ
に
菩
提

心
を
起
こ
す
。
空
也
は
剃
髪
し
よ
う
と
し
た
定
盛
を
止
め
、
俗
体
の
ま
ま
定
阿
弥
法
師

と
し
て
弟
子
と
し
、
さ
ら
に
「
鹿
の
角
は
杖
の
頭
に
挿
み
給
ひ
、
又
常
に
飲
料
の
用
と

て
腰
に
付
け
さ
せ
給
ひ
し
瓢
を
定
盛
に
与
へ
、
念
仏
修
行
の
楽
み
は
此
中
に
あ
る
べ
し

と
」（
１６
頁
。
読
点
筆
者
。
以
下
、
引
用
文
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
同
様
）
述
べ
た
と

す
る
。
逸
話
の
考
証
は
措
い
て
、
如
電
は
こ
の
よ
う
な
形
で
空
也
の
伝
記
を
理
解
し
て

い
た
。
故
に
、
彼
に
と
っ
て
「
瓢
箪
」
は
空
也
と
繋
が
る
重
要
な
象
徴
の
は
ず
で
あ
る
。

「
卍
阿
」
の
朱
印
が
瓢
箪
型
な
の
も
、
空
也
の
逸
話
に
因
ん
で
い
る
こ
と
は
容
易
に
推

察
さ
れ
る
。
如
電
に
よ
れ
ば
京
都
の
空
也
堂
は
定
阿
弥
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
住
職
は

代
々
世
襲
制
で
あ
る
と
い
う
。『
風
俗
画
報
』（
四
三
号
）
に
寄
稿
し
た
明
治
二
五
年
の

時
点
で
は
、
八
四
世
空
良
上
人
が
空
也
堂
に
住
持
し
て
い
た
と
思
し
い
（
１８
頁
）
。 

如
電
が
紫
雲
山
光
勝
寺
極
楽
院
空
也
堂
の
門
を
叩
い
た
の
は
明
治
一
一
（1

8
7
8

）

年
、
彼
が
三
四
歳
の
こ
と
で
あ
る
。『
風
俗
画
報
』
（
四
四
号
、
９
頁
）
に
は
、 

余
は
明
治
十
一
年
十
一
月
西
京
に
至
り
、
清
水
愚
阿
弥
（
陶
工
六
兵
衛
）
の
紹
介

も
て
空
也
堂
本
山
に
詣
で
、
第
八
十
三
世
空
忍
上
人
の
徒
弟
と
な
り
、
和
讃
の
曲

節
よ
り
鉦
皷
の
間
拍
子
に
至
る
ま
で
、
総
て
上
人
の
親
授
を
伝
へ
た
り 

と
、
そ
の
経
緯
が
載
る
。
こ
の
清
水
六
兵
衛
と
は
、
代
々
六
兵
衛
の
名
を
も
っ
て
受
け

継
ぐ
陶
工
の
家
系
の
人
で
、
明
治
一
一
年
に
お
け
る
年
齢
を
考
慮
す
る
と
、
三
代
目
六

兵
衛
（
文
政
三
〈1

8
2
0

〉
～
明
治
一
六
〈1

8
8
3

〉）
で
あ
ろ
う
。
当
時
五
九
歳
で
あ
り
、

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
な
ど
に
出
品
し
て
受
賞
の
栄
を
賜
り
、
京
都
博
覧
会
の
品
評

人
も
勤
め
た
、
清
水
家
中
興
の
祖
と
も
称
さ
れ
る
人
物
で
あ
る

（

３

）

。
両
者
の
接
点
に
つ
い

て
は
種
々
の
人
脈
や
会
合
が
想
定
さ
れ
る
も
確
証
は
な
い
。
し
か
し
、
清
水
六
兵
衛
も

空
也
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
愚
阿
弥
」
の
号
か
ら
察
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
が
如

電
と
空
也
門
徒
と
を
結
び
つ
け
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 
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如
電
は
、
定
阿
弥
か
ら
続
く
「
其
門
徒
た
る
者
は
何
れ
も
俗
体
に
て
阿
弥
号
を
用
ゐ

る
」
空
也
門
の
習
わ
し
に
従
い
、「
余
は
卍
阿
弥
と
称
せ
り
」（『
風
俗
画
報
』
四
三
号
、

１８
頁
）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
如
電
の
卍
阿
弥
と
い
う
号
は
空
也
堂
か
ら
得
た
も
の
で

あ
り
、
彼
が
空
也
門
徒
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
〈
阿
弥
号
〉
で
も
あ
っ
た
。
卍
阿
弥
の

号
を
、
空
忍
と
空
良
の
ど
ち
ら
か
ら
得
た
か
は
、
『
風
俗
画
報
』
の
文
章
で
は
判
然
と

し
な
い
。
た
だ
、
如
電
が
〈
阿
弥
号
〉
を
得
る
五
カ
月
前
に
、
彼
は
父
磐
渓
を
喪
っ
て

い
る
。
父
の
喪
失
と
い
う
事
態
が
、
あ
る
い
は
清
水
か
ら
の
誘
い
を
承
諾
し
た
こ
と
に
、

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
卍
阿
弥
の
号
も
、
磐
渓
が
「
卍

翁
」
と
号
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。 

と
も
あ
れ
、
右
の
事
実
か
ら
、
空
也
堂
を
中
心
と
し
た
一
派
を
広
く
「
空
也
門
徒
」

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
、
空
也
堂
か
ら
「
卍
阿
弥
」
を
得
た
如
電

が
自
ら
を
「
関
東
空
門
」
と
名
乗
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
東
出
身
の
人
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
空
也
堂
の
支
部
的
存
在
を
「
関
東
空
也
」
と
称
し
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。 

『
読
売
新
聞
』
に
拠
る
と
、
先
に
挙
げ
た
菓
子
店
「
空
也
堂
」
の
初
代
は
古
市
阿
行

と
い
う
。
元
は
日
本
橋
堀
留
辺
の
豪
商
で
「
夢
阿
弥
」
の
号
を
持
ち
、
日
本
橋
青
物
町

の
袋
物
商
須
原
縫
阿
弥
と
い
う
人
物
と
と
も
に
「
空
也
念
仏
の
親
玉
株
」
と
さ
れ
た
。

阿
行
の
商
売
が
傾
き
か
け
た
際
に
「
空
也
堂
」
と
い
う
菓
子
舗
の
出
店
を
勧
め
た
の
が
、

同
じ
く
菓
子
屋
を
営
ん
で
い
た
栄
太
楼
で
あ
っ
た
。
阿
行
を
援
け
た
理
由
は
「
空
也
念

仏
の
仲
間
な
る
よ
り
気
の
毒
に
思
」
っ
た
か
ら
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
栄
太
楼
の
主
人

細
田
安
兵
衛
も
空
也
門
徒
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
商
い
に
携
わ
る
者
同
士
で
連
繋
し
て
い

る
こ
と
も
、
関
東
空
也
門
の
特
色
で
あ
ろ
う

（

４

）

。 

さ
て
『
風
俗
画
報
』
で
は
、
如
電
に
よ
っ
て
空
也
念
仏
の
式
次
第
が
事
細
か
に
説
明

さ
れ
て
い
る
。
同
誌
（
四
三
号
）
で
は
、「
導
師
一
人
（
木
蘭
色
の
素
絹
に
五
條
の
袈

裟
な
り
、
叩
鉦
を
胸
前
に
懸
け
鹿
角
杖
を
携
ふ
）
従
僧
八
人
、
黒
の
半
素
絹
に
て
袈
裟

は
小
五
條
な
り
」（
１８
頁
）
な
ど
、
全
一
一
名
の
装
束
か
ら
配
列
、
誰
が
ど
の
順
番
で

何
を
行
う
か
と
い
っ
た
手
順
ま
で
進
行
が
克
明
に
さ
れ
、
如
電
の
考
証
家
ら
し
い
一
面

が
表
れ
て
い
る
。
祭
文
・
三
宝
礼
讃
の
文
・
六
字
の
称
名
・
和
讃
六
首
・
詠
歌
五
首
、

踊
躍
和
讃
を
、
拍
子
を
取
っ
て
踊
り
な
が
ら
唱
え
た
と
い
う
（
四
四
号
に
六
字
の
称

名
・
和
讃
六
首
以
外
は
本
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
）。 

『
風
俗
画
報
』
に
寄
稿
す
る
前
年
で
あ
る
明
治
二
四
（1

8
9
1

）
年
五
月
五
日
、
上

野
公
園
桜
雲
台
に
お
い
て
二
百
人
を
超
え
る
人
々
の
前
で
執
り
行
わ
れ
た
空
也
念
仏

で
は
、
如
電
が
導
師
と
し
て
表
白
文
を
述
べ
た
。
こ
の
興
行
に
つ
い
て
は
後
に
取
り
上

げ
る
が
、
そ
の
際
に
如
電
は
「
優
婆
塞
無
々
明
院
卍
阿
弥
如
電
」
と
い
う
名
義
で
あ
っ

た
。
そ
の
一
カ
月
後
の
六
月
一
四
日
に
も
、
大
導
師
と
し
て
彰
義
隊
慰
霊
の
た
め
に
空

也
念
仏
を
施
行
し
て
い
る
（『
読
売
新
聞
』
六
月
一
六
日
付
、
朝
刊
、
三
面
）
。
時
に
四

七
歳
。『
風
俗
画
報
』
に
「
空
也
念
仏
」
を
寄
せ
る
こ
ろ
に
は
、
関
東
空
也
門
に
と
っ

て
如
電
は
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
人
物
と
な
っ
て
い
た
。 

（
２
）
略
歴
は
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
『
国
史
大
辞
典
』
大
槻
如
電
の
項
、
『
２０
世
紀
日
本

人
名
事
典 

あ
～
せ
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
四
年
、5

0
3

頁
）、
号
の
由

来
は
井
上
和
雄
「
大
槻
如
電
翁
の
言
葉
」（『
書
物
展
望
』
第
八
巻
第
二
号
、1

4
5

頁
）

を
参
照
。 

（
３
）『
角
川
日
本
陶
磁
大
辞
典
』（
松
原
龍
一
執
筆
担
当
、
二
〇
〇
二
年
、
角
川
書
店
、4

0
9
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～4
1

0

頁
）
を
参
照
。『
恩
』（
７６
オ
）
に
も
名
が
あ
る
が
同
一
人
か
。 

（
４
）
古
市
阿
行
に
つ
い
て
は
『
読
売
新
聞
』（
以
下
、
注
記
で
は
『
読
売
』）「
風
流
合
財
袋

（
九
）」（
一
九
〇
二
年
一
二
月
一
四
日
、
朝
刊
、
六
面
）
を
参
照
。
な
お
、
細
田
が

空
也
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
曼
荼
羅
」（
７６
頁
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

竺
仙
と
関
東
空
也 

『
恩
』
刊
行
の
前
年
、
す
な
わ
ち
明
治
三
二
年
の
六
月
、
竺
仙
は
直
接
如
電
の
元
へ

出
向
き
、『
恩
』
出
版
に
関
す
る
一
連
の
編
纂
を
依
頼
し
て
い
た
。
明
治
三
三
年
六
月

一
一
日
付
の
如
電
に
よ
る
書
き
入
れ
を
持
っ
た
岩
瀬
文
庫
本
『
恩
』
を
用
い
て
、
丹
羽

み
さ
と
が
「
『
恩
』
の
校
正
や
彫
刻
の
具
合
な
ど
、
編
集
作
業
の
労
を
大
槻
如
電
が
取

っ
た
」
と
明
ら
か
に
し
た

（

５

）

。『
恩
』
漢
文
序
を
如
電
が
執
筆
し
た
の
は
、
そ
も
そ
も
『
恩
』

上
梓
に
如
電
が
深
く
関
与
し
た
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
丹
羽
は
如
電
以
外
に
も
、

竺
仙
と
福
地
桜
痴
・
九
代
目
市
川
団
十
郎
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
諸
史
料
か
ら
証
明

し
て
い
る
。
丹
羽
に
拠
れ
ば
「
呉
服
商
金
屋
竺
仙
の
周
囲
に
は
、
服
飾
関
係
者
を
中
心

に
様
々
な
人
々
が
集
い
、
結
果
、
福
地
桜
痴
と
九
代
目
市
川
団
十
郎
と
の
縁
を
つ
な
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
指
摘
す
る

（

６

）

。
こ
こ
で
は
「
服
飾
関
係
者
」
の
具
体
的
な
様
相
は

措
い
て
、
桜
痴
と
団
十
郎
を
交
え
た
視
点
で
論
じ
て
み
る
。 

両
人
と
も
著
名
で
あ
る
た
め
簡
単
に
触
れ
る
と
、
櫻
痴
（
天
保
一
二
〈1

8
4
1

〉
～

明
治
三
九
〈1

9
0

6

〉
）
は
、
鏑
木
清
方
の
父
で
あ
る
山
々
亭
有
人
こ
と
条
野
採
菊
ら
と

「
東
京
日
日
新
聞
」
の
経
営
に
携
わ
っ
た
人
物
。
九
代
目
団
十
郎
（
天
保
九
〈1

8
3
8

〉

～
明
治
三
六
〈1

9
0

3

〉
）
は
、
八
世
団
十
郎
の
弟
。
俳
名
を
三
升
、
団
洲
、
寿
海
な
ど
。

両
人
と
も
竺
仙
は
元
よ
り
、
香
以
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
桜
痴
と
九
代
目
団
十
郎
と
は

演
劇
改
良
運
動
に
尽
力
し
た
盟
友
で
あ
り
、『
恩
』
で
は
竺
仙
の
喜
寿
に
祝
画
（
５８
オ
）

と
祝
詞
（
５５
オ
～
５６
ウ
）
を
贈
っ
た
人
物
と
し
て
名
が
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
明
治
二
五
（1

8
9

2

）
年
六
月
、
歌
舞
伎
座
で
空
也
念
仏
の
祭
文
を
戯

化
し
て
芝
居
が
上
演
さ
れ
た

（

７

）

。
演
じ
た
の
は
劇
聖
と
呼
ば
れ
た
九
代
目
団
十
郎
。
祭
文

を
擬
し
て
一
篇
に
仕
立
て
た
の
は
櫻
痴
で
あ
る
。
竺
仙
に
所
縁
の
両
者
が
空
也
念
仏
の

上
演
を
引
き
受
け
た
背
景
に
は
、
二
人
の
人
物
が
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
上
演
に
関
す

る
『
風
俗
画
報
』
（
四
三
号
）
の
記
事
に
「
本
年
（
筆
者
注
、
明
治
二
五
年
）
六
月
歌

舞
伎
座
に
於
て
市
川
團
十
郎
が
空
也
念
佛
を
演
し
た
る
は
、
大
概
卍
阿
彌
永
井
華
阿
彌

（
素
岳
）
両
氏
の
教
詣
に
出
づ
」
（
１９
頁
）
と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
判
明
す
る
。
「
卍
阿

弥
」
は
、
も
ち
ろ
ん
如
電
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
永
井
素
岳
と
い
う
書
家
・
音
曲
家
だ
。

彼
は
『
恩
』（
６
オ
）
に
「
素
岳
君
」
と
し
て
名
が
見
え
る
、
そ
の
人
で
あ
る
。 

素
岳
（
嘉
永
五
〈1

8
5
2

〉
～
大
正
四
〈1

9
1

5

〉
）
は
、
五
世
清
元
延
寿
太
夫
の
襲
名

披
露
曲
「
青
海
波
」
の
作
詞
を
手
掛
け
、
音
楽
学
校
邦
楽
調
査
委
員
な
ど
も
務
め
た
人

（

８

）

。

素
岳
も
ま
た
「
華
阿
弥
」
と
称
す
る
関
東
空
也
門
の
一
人
で
あ
り
、
明
治
二
一
（1

8
8

8

）

年
に
は
如
電
と
空
也
堂
で
踊
躍
念
仏
会
に
参
列
し
た

（

９

）

。
素
岳
が
如
電
と
と
も
に
空
也
念

仏
に
関
す
る
芝
居
に
携
わ
り
得
た
の
は
、
彼
も
門
徒
だ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
故

に
こ
の
芝
居
に
つ
い
て
、
素
岳
は
三
升
に
念
仏
踊
り
の
指
導
も
し
た

（
１
０
）

。 
そ
し
て
素
岳
は
、
如
電
と
と
も
に
絵
付
け
の
皿
を
竺
仙
に
贈
っ
て
喜
寿
を
祝
っ
て
い

る
人
で
も
あ
る
（「
曼
荼
羅
」
３２
～
３３
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
如
電
、
素
岳
、
櫻
痴
、
九

世
三
升
は
、
『
恩
』
刊
行
の
明
治
三
三
年
ま
で
に
、
揃
っ
て
竺
仙
と
の
交
遊
の
輪
に
い
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た
の
で
あ
る
。
如
電
と
素
岳
が
絵
皿
を
贈
っ
た
の
は
、
単
に
明
治
期
の
大
通
に
対
す
る

敬
意
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、『
恩
』
上
梓
に
関
し
て
如
電
が
「
校
正

や
彫
刻
」
ま
で
担
当
し
た
の
も
、
単
な
る
遊
興
関
係
だ
け
に
端
を
発
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
竺
仙
も
ま
た
、
関
東
空
也
の
同
朋
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

如
電
が
空
也
堂
へ
参
詣
し
て
空
忍
上
人
の
徒
弟
と
な
っ
た
明
治
一
一
（1

8
7
8

）
年

一
一
月
よ
り
先
立
つ
こ
と
八
カ
月
、
竺
仙
は
高
野
山
で
剃
髪
し
て
金
照
院
を
賜
号
し
た

（『
恩
』
５２
オ
）。
し
か
し
、
さ
ら
に
遡
る
こ
と
一
四
年
前
の
元
治
元
（1

8
6
4

）
年
一

二
月
、
橋
本
家
に
残
る
証
文
か
ら
、
竺
仙
が
空
也
堂
に
お
い
て
、
ま
さ
に
如
電
の
師
空

忍
か
ら
「
悟
心
院
竺
阿
弥
凹
心
」
を
賜
号
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
（
「
曼
荼
羅
」
７６
～

７７
頁
）
。
動
機
は
不
明
な
が
ら
、
こ
の
時
、
竺
仙
は
空
也
門
徒
と
な
っ
た
。
刊
記
不
明

だ
が
本
文
中
に
「
空
也
堂
八
十
一
世
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
に
空
也
堂
で

蔵
版
さ
れ
た
と
思
し
い
『
瓢
箪
縁
起
・
茶
筌
由
来
空
也
堂
法
類
蓮
名
』
と
題
箋
さ
れ
た

版
本
が
、
現
在
も
橋
本
家
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
一
本
に
あ
る
「
空
也
上
人
御
和
讃
」

に
朱
で
声
点
の
書
き
入
れ
が
さ
れ
て
お
り
、
竺
仙
が
空
也
念
仏
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
同
書
の
末
尾
に
は
「
空
也
法
類
蓮
名
覚
」
と
表
題
し
、
「
竺

阿
弥
仏
」
と
署
名
す
る
覚
書
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
（
「
曼
荼
羅
」
７５
～
７８
頁
）
。
「
空

也
法
類
」
と
書
き
出
す
も
、
こ
こ
に
載
る
竺
仙
を
含
め
た
総
勢
二
五
名
は
、
併
記
さ
れ

た
居
住
地
か
ら
推
し
て
全
員
が
関
東
空
也
の
門
徒
で
間
違
い
な
か
ろ
う

（
１
１
）

。 

そ
し
て
、
こ
の
「
空
也
法
類
蓮
名
覚
」（
以
下
、
「
蓮
名
覚
」）
に
名
を
列
ね
る
全
二

五
名
の
筆
頭
、「
勝
覺
院
宗
阿
弥
賢
遊
」
こ
と
星
野
又
右
ヱ
門
安
春
こ
そ
は
、
関
東
空

也
門
の
創
立
者
で
あ
る
。『
風
俗
画
報
』（
四
三
号
）
で
如
電
は
「
関
東
の
空
門
は
元
治

元
年
星
野
宗
阿
弥
（
又
左
衛
門
安
春
日
本
橋
檜
物
町
の
名
主
）
創
立
す
」（
１９
頁
）
と

述
べ
る
。
星
野
が
「
蓮
名
覚
」
の
筆
頭
に
記
さ
れ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
会
員
が

和
讃
を
行
う
空
也
念
仏
を
江
戸
に
広
め
た
の
は
、
星
野
が
初
め
て
本
山
か
ら
免
許
を
受

け
た
こ
と
を
起
源
と
し
て
い
る

（
１
２
）

。
さ
ら
に
、
関
東
空
也
門
の
創
始
年
が
、
竺
仙
が
空
忍

か
ら
竺
阿
弥
の
号
を
得
た
時
期
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
竺
仙
が
関
東
空
也
の

初
代
門
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
ひ
い
て
は
年
次
不
明
の
「
蓮
名
覚
」
が
、
あ
る
い

は
元
治
元
年
頃
の
関
東
空
也
草
創
期
に
お
け
る
全
員
を
記
し
た
、
極
め
て
貴
重
な
史
料

で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

今
は
「
蓮
名
覚
」
の
詳
細
な
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
如
電
の
記
し
た
『
風
俗

画
報
』（
四
三
・
四
四
号
）
の
事
実
と
、
そ
こ
か
ら
類
推
さ
れ
た
「
蓮
名
覚
」
の
一
件

を
集
合
す
る
と
、
明
ら
か
に
竺
仙
は
関
東
空
也
門
で
は
如
電
の
先
輩
門
徒
に
あ
た
る
と

判
断
で
き
る
。
よ
っ
て
『
恩
』
に
お
け
る
如
電
の
序
文
執
筆
の
背
景
に
は
、
関
東
空
也

門
徒
の
先
輩
門
徒
か
ら
の
依
頼
と
い
う
意
味
合
い
が
新
た
に
加
わ
る
。
上
梓
さ
れ
た

『
恩
』
に
「
卍
阿
」
の
朱
印
が
あ
っ
た
の
も
、
私
家
版
の
豪
華
さ
を
際
立
た
せ
る
た
め

の
単
な
る
意
匠
と
は
言
え
な
く
な
る
。
竺
仙
の
喜
寿
を
祝
っ
た
発
句
の
送
り
主
に
「
角

阿
弥
」
「
空
阿
弥
」
が
い
る
（
『
恩
』
６７
ウ
）
こ
と
も
ま
た
、
関
東
空
也
門
と
い
う
視

点
か
ら
の
考
察
が
必
要
な
こ
と
を
暗
示
す
る
。
先
述
の
「
空
也
最
中
」
考
案
に
九
代
目

団
十
郎
が
関
わ
る
の
も
、「
蓮
名
覚
」
に
載
る
細
田
が
関
わ
る
こ
と
で
必
然
性
が
増
す
。

細
田
は
空
也
門
徒
と
し
て
竺
仙
と
同
朋
だ
か
ら
だ
。
学
者
・
役
者
・
商
人
と
い
う
異
業

種
の
交
友
圏
に
関
東
空
也
が
重
な
る
の
は
、
あ
る
い
は
糶
呉
服
商
と
し
て
比
較
的
身
軽

な
竺
仙
が
各
人
の
紐
帯
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
か
ら
と
も
い
え
よ
う
。 
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（
５
）
丹
羽
み
さ
と
「
細
木
香
以
・
金
屋
竺
仙
の
交
友
圏
と
幕
末
明
治
の
文
芸
」（
前
田
雅
之
・

青
山
英
正
・
上
原
麻
有
子
編
『
幕
末
明
治 

移
行
期
の
思
想
と
文
化
』
二
〇
一
六
年
、

勉
誠
出
版
、1

6
7

～1
6
8

頁
）
を
参
照
。 

（
６
）
注
（
５
）
に
同
じ
。1

7
4

頁
。 

（
７
）『
風
俗
画
報
』
に
は
名
称
が
な
い
。
野
島
寿
三
郎
編
『
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
外
題
事
典
』（
日

外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
一
年
、1

9
5

頁
）
よ
り
、「
加
茂
空
也
運
働
競
」
か
。 

（
８
）
素
岳
の
略
歴
は
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
、
『
２
０
世
紀
日
本
人
名

事
典 

そ
～
わ
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
四
年
、1

7
6

0

頁
）
を
参
照
。 

（
９
）『
風
俗
画
報
』（
四
四
号
、
９
頁
） 

（
１０
）
井
口
政
治
著
『
団
菊
物
語
舞
台
訓
』（
三
杏
書
院
、
一
九
四
四
年
、1

3
7

～1
3
9

頁
） 

（
１１
）
「
空
也
法
類
蓮
名
覚
」
は
縦
二
四×

横
一
七
・
六
糎
。
な
お
前
出
の
細
田
安
兵
衛
は
、

こ
こ
に
「
清
浄
院
安
阿
弥
蟻
通
」
と
し
て
名
が
あ
る
。 

（
１２
）『
読
売
』
一
九
〇
二
年
八
月
二
日
、
朝
刊
、
四
面
。 

 

細
木
香
以
と
の
関
係
か
ら
見
た
竺
仙
と
如
電 

竺
仙
と
如
電
の
関
係
は
、
関
東
空
也
と
い
う
接
点
以
外
に
は
、
細
木
香
以
を
媒
介
に

し
た
も
の
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
三
者
に
関
係
す
る
共
通
項
は
、
お
よ
そ
『
恩
』

と
い
う
枠
内
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

（
１
３
）

。 

竺
仙
と
香
以
の
関
係
は
、
同
じ
く
香
以
の
取
巻
き
だ
っ
た
仮
名
垣
魯
文
（
文
政
一
二

〈1
8
2

9

〉
～
明
治
二
七
〈1

8
9

4

〉）
が
『
歌
舞
伎
新
報
』
で
連
載
し
た
「
再
来
紀
文
廓

花
街
」（
以
下
、
「
再
来
」
）
に
詳
し
く
、
森
鷗
外
が
小
史
伝
「
細
木
香
以
」
で
も
発
表

し
た
た
め
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、『
恩
』
や
「
再
来
」
と
い
っ
た
資
料
の

伝
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
香
以
は
嘉
永
七
（
安
政
元
〈1

8
5
4

〉）
年
頃
に
、
大
槻
磐
渓
の

門
人
に
な
っ
て
い
た
。 

こ
の
話
は
如
電
自
身
が
語
っ
た
こ
と
で
、
彼
が
十
歳
前
後
の
頃
に
「
津
国
屋
藤
次
郎

と
い
ふ
商
人
が
あ
り
ま
し
て
、
親
父
の
磐
渓
の
門
人
と
な
り
日
々
に
我
家
に
出
入
り
し

ま
し
た
」
と
い
う

（
１
４
）

。
如
電
が
十
歳
に
な
っ
た
の
は
安
政
元
（1

8
5
4

）
年
の
こ
と
で
、

そ
の
頃
は
香
以
の
父
龍
池
が
在
世
し
て
い
る
。
香
以
は
父
の
監
督
下
に
あ
っ
た
か
ら
、

あ
る
い
は
磐
渓
と
の
繋
が
り
は
、
父
龍
池
を
通
し
て
の
紹
介
か
も
知
れ
な
い
。 

磐
渓
は
香
以
の
た
め
に
漢
文
も
作
っ
て
い
る
。
如
電
に
よ
れ
ば
、 

 

磐
渓
が
此
男
の
た
め
に
孱
愁
社
記
と
い
ふ
漢
文
の
文
章
を
書
い
て
遣
り
ま
し
た
、

善
く
罵
し
る
事
を
漢
語
で
孱
愁
と
申
し
ま
す
、
香
以
が
諸
人
の
事
を
評
論
し
て
悪

口
を
申
す
か
ら
、
親
父
も
わ
る
く
ち
に
こ
ん
な
文
字
を
用
ゐ
た
の
で
す 

と
あ
り
、
こ
れ
が
安
政
五
年
刊
の
『
寧
静
閣
第
二
集
』
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う

（
１
５
）

。
具
体

的
な
こ
と
は
不
明
な
が
ら
、
香
以
が
少
な
く
と
も
五
年
間
は
磐
渓
の
下
に
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
ま
た
、「
或
日
の
事
で
あ
り
ま
し
た
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
話
も
あ
る
。 

 
 

香
以
が
私
し
に
向
ひ
、
坊
ち
や
ん
欲
い
物
が
あ
る
な
ら
何
で
も
買
て
あ
げ
ま
せ
う

と
云
ひ
ま
し
た
（
中
略
）
江
戸
名
所
圖
繪
が
欲
し
い
と
云
つ
た
ら
、
宜
し
う
ご
ざ

い
ま
す
と
云
つ
て
帰
つ
た
、
す
る
と
直
ぐ
に
、
津
國
屋
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
と
云

つ
て
、
子
僧
が
江
戸
名
所
圖
繪
一
部
二
十
冊
を
よ
こ
し
ま
し
た 

如
電
は
香
以
の
計
ら
い
に
喜
び
、「
私
し
が
江
戸
の
古
跡
や
事
實
な
ど
を
知
て
居
ま
す

の
は
こ
の
名
所
圖
繪
の
御
蔭
で
す
、
山
城
河
岸
の
賜
も
の
で
す
」
と
回
顧
の
文
を
続
け
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る
。
山
城
河
岸
と
は
、
も
ち
ろ
ん
香
以
の
こ
と
で
あ
る
。 

安
政
元
年
当
時
、
竺
仙
は
三
二
歳
で
あ
る
。
初
め
は
質
屋
を
営
業
し
て
い
た
姉
の
元

に
い
た
が
、
「
衣
類
な
ど
扱
ひ
し
よ
り
茲
に
呉
服
商
を
思
ひ
立
ち
、
糶
呉
服
と
な
り
て

三
十
歳
の
頃
始
め
て
一
本
立
に
營
業
を
始
め
、
當
時
今
紀
文
と
云
は
れ
し
山
城
河
岸
の

津
藤
方
に
出
入
し

（
１
６
）

」
た
と
い
う
か
ら
、
香
以
が
磐
渓
と
接
す
る
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
香

以
の
主
要
な
取
巻
き
の
一
人
だ
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
、
後
の
如
電
と
の
交
流
に
繋
が

る
糸
口
は
、
こ
の
頃
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

ま
た
竺
仙
は
、
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
時
期
に
薬
錠
「
寶
丹
」
で
富
を
築
い
た
九
代
・

十
一
代
守
田
治
兵
衛
こ
と
守
田
祐
孝
（
天
保
一
二
〈1

8
4
1

〉
～
大
正
元
〈1

9
1

2

〉
）
と

も
交
流
が
あ
っ
た
。 

守
田
は
明
治
維
新
前
に
出
会
っ
た
、
あ
る
薬
買
い
の
娘
を
探
し
て
い
た
。
明
治
二
〇

（1
8
8
7

）
年
前
後
の
こ
と
、
守
田
は
「
淺
草
新
福
富
町
の
風
流
染
物
業
、
例
の
竺
仙

と
懇
意
で
、
其
所
へ
遊
び
に
來
た
時
に
竺
仙
か
ら
、
其
娘
が
今
は
零
落
し
て
本
所
邊
に

居
る
と
云
ふ
事
を
聞
出
し
て
、
直
ぐ
其
座
か
ら
竺
仙
を
案
内
に
し
て
其
家
に
行
つ
て

（
１
７
）

」

尋
ね
人
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
。
商
人
と
し
て
お
互
い
に
昵
懇
だ
っ
た
様
子
が

窺
え
る
が
、
守
田
の
逝
去
に
伴
っ
て
こ
の
逸
話
を
紹
介
し
た
の
は
如
電
だ
っ
た
。 

こ
の
話
は
如
電
が
竺
仙
か
ら
直
接
聞
い
た
も
の
と
思
し
い
。
逝
去
し
た
守
田
を
偲
び
、

守
田
家
の
た
め
に
支
店
の
柳
澤
鉚
蔵
が
蒐
集
し
た
守
田
に
関
す
る
新
聞
記
事
や
弔
辞

が
「
長
禄
餘
薫
」
と
題
す
附
録
と
し
て
『
東
京
薬
業
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
に

は
、
寶
丹
創
始
の
こ
と
を
始
め
、
古
銭
蒐
集
家
で
酒
豪
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
変
な
信
心

家
で
蚤
一
匹
に
も
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
た
こ
と
（
た
だ
し
、
守
田
が
空
也
門
徒

で
あ
っ
た
か
は
不
明
）
な
ど
の
記
事
が
載
る
。
守
田
の
逸
話
を
如
電
が
竺
仙
か
ら
直
接

聞
い
た
と
推
測
し
た
の
は
、
重
複
す
る
話
が
多
い
「
長
禄
餘
薫
」
に
掲
載
さ
れ
た
守
田

逝
去
に
関
す
る
二
八
あ
る
記
事
の
な
か
で
、
竺
仙
と
の
逸
話
が
唯
一
如
電
の
記
事
に
し

か
出
て
こ
な
い
た
め
で
あ
る

（
１
８
）

。 

 

守
田
は
、
竺
仙
も
属
し
た
歌
舞
伎
の
見
巧
者
連
中
「
六
二
連
」
の
幹
事
で
あ
っ
た
梅

素
玄
魚
（
文
化
一
四
〈1

8
1

7

〉
～
明
治
一
三
〈1

8
8

0

〉
）
の
パ
ト
ロ
ン
だ
っ
た
。
玄
魚

は
「
寶
丹
」
の
包
み
袋
の
図
案
を
考
え
、
販
売
代
理
店
も
営
ん
だ
。
そ
の
守
田
が
、
自

社
宣
伝
の
た
め
に
出
資
し
た
『
芳
譚
雑
誌
』
に
、
梅
素
の
伝
記
「
梅
素
小
伝
」
が
連
載

さ
れ
た
と
き
、
執
筆
を
担
当
し
た
の
は
親
交
の
あ
っ
た
魯
文
で
あ
る

（
１
９
）

。
玄
魚
も
香
以
と

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
魯
文
の
「
再
来
」
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
香
以
が
守
田
と
関
わ

っ
た
か
は
未
詳
だ
が
、
香
以
の
歿
す
る
明
治
三
（1

8
7
0

）
年
に
四
八
歳
だ
っ
た
竺
仙

は
、
あ
る
い
は
玄
魚
や
魯
文
を
通
じ
て
、
守
田
と
関
係
を
築
い
て
い
た
だ
ろ
う
。
当
時

二
六
歳
だ
っ
た
如
電
が
ど
こ
ま
で
竺
仙
に
接
し
て
い
た
か
は
不
明
な
も
の
の
、
父
磐
渓

の
下
で
香
以
を
見
知
っ
て
い
た
以
上
、
香
以
を
頂
点
と
し
た
交
流
の
輪
に
よ
っ
て
竺
仙

を
知
っ
た
の
は
、
そ
う
遅
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
如
電
が
空
也
門
に
入
る
明

治
一
一
年
以
降
に
は
、
同
じ
関
東
空
也
の
門
徒
と
し
て
竺
仙
と
交
流
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

学
者
と
商
人
と
い
う
職
業
的
垣
根
を
超
え
た
結
び
つ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
期
せ
ず
し
て

竺
仙
も
如
電
も
少
年
期
に
出
会
っ
た
「
香
以
」
と
い
う
共
通
項
に
端
を
発
し
て
い
る
。 

如
電
が
遺
し
た
僅
か
二
例
に
過
ぎ
な
い
逸
話
か
ら
、
香
以
―
如
電
―
竺
仙
あ
る
い
は

香
以
―
竺
仙
―
如
電
と
し
て
、
『
恩
』
と
い
う
枠
を
超
え
た
繋
が
り
を
紹
介
し
、
彼
ら

の
人
的
交
流
を
解
明
す
る
に
は
、
江
戸
・
幕
末
期
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
、
分
野
や
身
分
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に
分
断
さ
れ
な
い
人
脈
に
対
す
る
視
野
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
か
つ
、

両
者
の
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
顧
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
「
関
東
空
也
」
と
い

う
礎
が
、
実
際
に
は
交
流
の
要
諦
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
、
新
た
な
見
地
と
し
て
逆

照
射
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

（
１３
）
竺
仙
と
香
以
と
の
繋
が
り
は
、
注
（
５
）
丹
羽
論
文
、
お
よ
び
越
後
敬
子
「
其
角
堂
永

機
の
交
友
圏
―
金
屋
竺
仙
『
恩
』
を
中
心
に
―
」（『
歌
子
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
二
年
、

実
践
女
子
短
期
大
学
）
で
も
、
主
に
『
恩
』
を
も
と
に
言
及
し
て
い
る
。 

（
１４
）
大
槻
如
電
「
齋
藤
月
岑
事
略
」
（『
有
名
無
名
』
第
一
号
、
一
九
一
二
年
、
１１
頁
）
。
以

下
如
電
の
伝
え
る
香
以
の
話
は
す
べ
て
同
資
料
の
同
頁
に
拠
る
。 

（
１５
）
『
寧
静
閣
二
集
』
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（h
ttp

://b
a

se
1

.n
ijl.a

c.jp
/in

fo
lib

/m
e
ta

_
p

u
b

/G
0
0

0
1

4
0

1
K

T
G

）
に
画
像
あ
り
。

た
だ
し
、
原
題
は
「
僝
蕊
社
記
」。 

（
１６
）『
朝
日
新
聞
』（
一
九
〇
七
年
三
月
九
日
、
朝
刊
、
六
面
） 

（
１７
）
大
槻
如
電
談
「
守
田
氏
の
性
行
」
（
『
東
京
薬
業
新
報
』
第
一
六
八
号
、
一
九
一
二
年
、

２１
頁
）。
明
治
二
〇
年
は
「
今
か
ら
二
十
五
六
年
前
」
と
い
う
如
電
の
言
葉
か
ら
逆
算
。 

（
１８
）
注
（
17
）
に
同
じ
。
記
事
・
弔
辞
の
本
文
は
１
～
３６
頁
。 

（
１９
）
山
本
野
理
子
「
梅
素
玄
魚
考 

そ
の
生
涯
と
芸
術
性
」
『
人
文
論
究
』
６３
（
４
）
、
二
〇

一
四
年
（
５１
～
７５
頁
） 

 

関
東
空
也
と
其
角
堂 

関
東
空
也
門
を
考
え
る
上
で
、
い
ま
一
つ
重
要
な
動
向
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
其
角
堂

永
機
を
中
心
と
し
た
晋
派
と
の
関
連
で
あ
る
。 

永
機
は
本
名
を
穂
積
美
之
（
善
之
）
と
い
い
、
文
政
六
（1

8
2
3

）
～
明
治
三
七
（1

9
0
4

）

の
人
。
老
鼠
堂
と
も
号
し
、
旧
派
い
わ
ゆ
る
江
戸
座
の
親
玉
と
い
う
べ
き
俳
諧
師
。
香

以
の
取
巻
き
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
竺
仙
ら
と
の
親
交
も
厚
か
っ
た
。
明
治
三
二
年
、『
恩
』

刊
行
の
前
年
に
は
竺
仙
と
と
も
に
永
機
も
喜
寿
を
迎
え
た
。
そ
う
し
た
縁
も
手
伝
い
、

乾
坤
二
冊
に
分
か
れ
た
『
恩
』
の
発
句
部
分
の
清
書
は
、
ほ
ぼ
永
機
が
担
当
し
て
い
る
。

そ
の
書
体
は
流
麗
を
超
え
た
難
解
な
も
の
だ
。
だ
が
、
こ
れ
は
古
風
を
衒
っ
た
単
な
る

好
事
の
結
果
で
は
な
い
。
実
際
に
は
、
江
戸
座
の
始
祖
で
あ
り
蕉
門
十
哲
の
随
一
で
あ

っ
た
宝
井
其
角
の
真
蹟
に
倣
っ
て
、
意
図
的
に
成
形
さ
れ
た
筆
致
で
あ
る
。
永
機
は
其

角
の
『
五
元
集
』
に
倣
い
『
新
五
元
集
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
彼
ら
が
晋
派
と
称
す
る

の
も
、
其
角
の
号
、
宝
晋
齋
よ
り
出
た
も
の
だ
。 

明
治
三
（1

8
7
0

）
年
、
永
機
は
第
七
代
其
角
堂
を
継
承
し
た
。
竺
仙
が
永
機
門
下

と
な
っ
た
の
は
そ
の
前
年
で
、
生
前
の
香
以
も
永
機
に
親
し
み
彼
に
俳
諧
を
教
わ
っ
た
。

香
以
が
名
乗
っ
た
俳
号
の
う
ち
「
キ
造
」
は
、
永
機
門
に
入
っ
た
証
で
あ
る
。
永
機
は

香
以
の
歿
後
も
、
竺
仙
ら
の
交
友
の
輪
に
残
り
続
け
た
。
故
に
、
彼
ら
の
〈
連
〉
的
な

遊
興
に
、
近
く
遠
く
関
わ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
関
東
空
也
門
と
の
関
わ
り
も
、
お
そ

ら
く
香
以
や
竺
仙
と
い
う
人
脈
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

永
機
と
交
流
の
あ
っ
た
人
々
が
、
各
々
其
角
の
真
蹟
と
さ
れ
る
書
画
を
持
ち
寄
り
、

そ
れ
ら
を
模
刻
し
た
『
七
多
羅
樹
』
と
い
う
本
に
纏
め
た
。
明
治
三
〇
（1

8
9
7

）
年

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
の
が
他
な
ら
ぬ
永
機
だ
っ
た
。
そ
の
『
七
多

羅
樹
』
の
末
尾
に
は
、
ほ
ぼ
唐
突
な
形
で
関
東
空
也
門
か
ら
の
敬
白
文
が
載
る
。
そ
れ
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も
道
理
で
、
そ
も
そ
も
『
七
多
羅
樹
』
は
明
治
二
九
（1

8
9
6

）
年
八
月
二
日
午
前
十

時
、
上
野
不
忍
池
の
生
池
院
に
て
関
東
空
也
門
徒
と
催
行
さ
れ
た
、
晋
其
角
二
百
回
忌

の
法
会
に
基
づ
き
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
２
０
）

。 

こ
れ
に
つ
い
て
詳
細
を
記
し
た
『
読
売
新
聞
』（
朝
刊
、
八
月
三
日
、
六
面
）
に
拠

れ
ば
、「
当
日
は
永
機
の
父
螺
鼠
肝
居
士
五
十
回
忌
も
兼
ね
て
い
」
て
、
来
会
者
は
三

百
名
を
超
え
た
。
其
角
の
肖
像
を
掲
げ
た
式
場
で
は
永
機
ら
が
手
向
け
の
句
を
詠
ん
だ

と
い
う
か
ら
、『
七
多
羅
樹
』
に
収
ま
る
書
画
や
発
句
は
、
こ
れ
ら
の
一
部
と
い
う
こ

と
が
窺
え
る
（
た
だ
し
掲
載
さ
れ
た
全
員
が
法
会
の
場
に
居
合
わ
せ
た
か
は
不
明
）。

追
善
句
の
出
詠
が
済
む
と
「
一
同
其
角
肖
像
の
前
に
焼
香
し
江
澤
梅
逸
は
じ
め
其
他
一

派
の
空
也
念
仏
」
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
法
会
の
催
主
は
永
機
だ
っ
た

（
２
１
）

。 

法
会
に
参
加
し
た
梅
逸
と
は
、
本
名
を
江
沢
松
五
郎
と
い
い
、
神
田
連
雀
町
の
青
物

問
屋
「
万
屋
」
の
主
人
。
香
以
の
狂
号
「
何
廼
屋
」（
二
世
）
を
受
け
継
ぎ
、
久
保
田

米
僊
と
雑
誌
も
発
刊
し
た
。
こ
の
と
き
は
晋
梅
逸
と
し
て
「
大
補
」
と
い
う
立
場
で
あ

っ
た

（
２
２
）

。
晋
派
と
分
か
る
も
関
東
空
也
門
徒
か
は
定
か
で
な
い
。
さ
ら
に
八
月
六
日
付
の

『
読
売
新
聞
』
で
は
、
導
師
を
養
寿
院
の
権
僧
都
栄
海
（
浅
草
寺
の
住
職
か
）
が
務
め
、

こ
の
其
角
忌
に
お
け
る
追
福
連
歌
の
宗
匠
を
不
白
軒
梅
年
が
勤
め
た
こ
と
を
追
加
で

報
告
し
て
い
る
。
六
日
付
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
敬
白
文
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
『
七
多
羅
樹
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
句
と
は
少
な
か
ら
ぬ
異
同
が
あ
り
、
上
梓
す
る

際
に
手
直
し
し
た
可
能
性
も
あ
る
。 

と
も
あ
れ
、
其
角
堂
の
宗
匠
永
機
が
関
東
空
也
門
徒
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
、
こ
れ
で
証
明
さ
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
追
福
連
歌
で
宗
匠
を
勤
め
た
原
田
梅
年

も
ま
た
、
関
東
空
也
門
徒
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
梅
年
が
俳
諧
宗
匠
あ
る
い
は
俳
人

と
し
て
、
永
機
と
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
は
種
々
の
史
料
か
ら
分
か
っ
て
い
る

（
２
３
）

。
両
者
と

も
香
以
の
取
巻
き
で
あ
り
、『
恩
』
に
発
句
が
載
り
、『
都
之
華
』
で
は
宗
匠
の
立
場
で

投
稿
句
の
撰
者
だ
っ
た

（
２
４
）

。
だ
が
、
梅
年
が
「
蓮
名
覚
」
か
ら
関
東
空
也
門
の
一
員
で
あ

り
「
黙
々
院
劫
阿
弥
梅
年
」
と
い
う
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
安
政
五
（1

8
5
8

）
年
二
月
に
は
永
機
が
「
準
阿
弥
」
号
を
遊
行
寺
か
ら

得
て
い
る
こ
と
も
、
多
く
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い

（
２
５
）

。
永
機
が
関
東
空
也
で
あ
っ
た
か
は

今
の
と
こ
ろ
立
証
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
俳
諧
師
と
い
う
視
点
か
ら
だ
け
の
調
査

で
は
、
彼
ら
の
全
容
把
握
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
法
会
が
物
語
っ
て
い
る
。 

さ
て
、
も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
な
ぜ
関
東
空
也
は
晋
其
角
の
法
要
な
ど
執
り
行
っ
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
永
機
の
人
脈
か
ら
関
東
空
也
門
徒
が
集
う
の
は
自
然
だ
が
、

決
定
的
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
少
し
時
間
を
巻
き
戻
す
と
、
明
治
二
四
（1

8
9
1

）
年

五
月
五
日
に
上
野
公
園
桜
雲
台
で
行
わ
れ
た
空
也
念
仏
修
行
が
想
起
さ
れ
る
。
如
電
が

導
師
と
な
っ
た
と
先
述
し
た
が
、
実
は
こ
の
目
的
が
「
四
山
瓢
の
供
養
」
な
の
で
あ
る
。

そ
の
経
緯
は
同
年
五
月
七
日
付
の
『
読
売
新
聞
』
（
朝
刊
、
三
面
）
に
詳
し
く
、
三
井

寺
の
座
主
久
成
が
、
松
尾
芭
蕉
の
遺
物
「
四
山
瓢
」
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
た
め
空
也

念
仏
し
て
供
養
の
法
筵
を
営
む
と
い
う
の
で
あ
る
。 

今
の
江
州
三
井
寺
の
座
主
久
成
法
師
ハ
、
今
度
芭
蕉
翁
の
遺
物
な
る
四
山
瓢
を
手

に
入
れ
ら
れ
、
空
也
念
仏
し
て
供
養
の
法
筵
を
営
ま
ん
と
て
、
左
の
如
き
勧
進
状

を
寄
せ
ら
れ
た
り 

こ
の
久
成
と
は
、
東
京
帝
室
博
物
館
設
置
に
奔
走
、
自
ら
初
代
館
長
で
あ
っ
た
町
田
久
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成
（
天
保
九
〈1

8
3

8

〉
～
明
治
三
〇
〈1

8
9
7

〉
）
で
あ
る

（
２
６
）

。
右
の
「
勧
進
状
」
と
は
、

「
近
江
光
浄
院
主
一
乗
菩
薩
沙
弥
久
成
」
と
し
て
興
行
に
伴
い
寄
せ
た
文
で
あ
る
。
摘

録
す
る
と
、
芭
蕉
に
所
縁
の
地
で
「
爾
来
二
百
年
の
間
、
世
々
の
雅
人
韻
士
に
伝
は
り

余
年
幾
は
く
も
な
し
、
御
寺
ハ
粟
津
に
程
近
し
、
か
の
翁
が
背
中
合
せ
の
旧
蹟
に
因
み

も
あ
れ
ば
僧
都
の
御
許
に
ま
ゐ
ら
せ
ん
」
と
、
奇
縁
に
も
四
山
瓢
を
得
た
久
成
が
後
世

へ
伝
え
る
意
図
で
「
あ
は
れ
同
じ
志
し
の
人
々
よ
、
米
五
升
を
喜
捨
し
て
四
山
の
瓢
に

供
養
し
給
へ
か
し
」
と
呼
び
か
け
、
法
会
を
主
催
し
た

（
２
７
）

。 

久
成
は
こ
の
と
き
円
城
寺
光
浄
院
権
大
僧
正
で
あ
っ
た
が
、
空
也
門
徒
と
し
て
〈
阿

弥
号
〉
を
得
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
公
式
履
歴
の
外
に
あ
る
如
電
と
久

成
と
の
関
東
空
也
を
媒
介
と
し
た
接
近
は
興
味
深
い
。
敢
え
て
関
東
空
也
が
招
聘
さ
れ

た
の
は
、
瓢
が
空
也
に
も
縁
が
深
い
品
物
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
導
師
如
電
の
表
白
文
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

瓢
ハ
宗
祖
上
人
の
常
に
め
で
給
ふ
所
な
れ
ど
、
酒
ハ
五
戒
の
一
な
り
、
其
器
と
其

用
と
似
合
は
し
か
ら
ぬ
を
不
器
用
と
こ
そ
歎
き
た
れ
、
今
ハ
米
喰
ふ
虫
と
な
り
、

ひ
さ
ご
下
戸
も
、
し
ら
ふ
で
踊
ら
ず
ば
あ
ら
し
ま
う
だ
南
ま
う
だ
、
打
て
よ
叩
け

よ
踊
れ
よ
跳
ね
よ
、
腹
へ
ら
ば
中
に
米
あ
り
、
瞼
た
る
ま
ば
寐
て
枕
す
べ
し

（
２
８
） 

関
東
空
也
の
門
徒
に
と
っ
て
瓢
は
開
祖
空
也
の
表
徴
で
も
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
踊
躍

念
仏
で
は
瓢
を
持
っ
て
唱
導
す
る
。
一
方
、
向
井
去
来
が
記
し
た
「
鉢
扣
の
辭
」
然
り
、

芭
蕉
法
会
の
翌
日
に
落
柿
舎
へ
門
人
四
人
が
集
っ
た
の
が
、
元
禄
七
年
（1

6
9
4

）
年

霜
月
月
一
三
日
、
す
な
わ
ち
空
也
忌
だ
っ
た
こ
と
も
鑑
み
て
、
芭
蕉
一
門
に
と
っ
て
も

空
也
や
瓢
は
特
別
な
意
味
を
帯
び
て
い
た

（
２
９
）

。
こ
の
よ
う
に
瓢
は
空
也
と
芭
蕉
と
の
接
点

で
あ
る
。
ゆ
え
に
明
治
二
九
（1

8
9
6

）
年
、
蕉
門
の
末
流
で
あ
る
永
機
が
主
催
し
た

晋
其
角
二
百
回
忌
で
関
東
空
也
の
念
仏
修
行
が
行
わ
れ
、『
七
多
羅
樹
』
の
跋
文
に
「
明

治
廿
九
年
八
月
二
日
勤
行
御
東
台
西
麓
生
池
院
」
「
関
東
空
也
門
徒
敬
白
」
と
い
う
敬

白
文
が
載
っ
た
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
敬
白
文
の
一
部
を
挙
げ
る
。 

 
 

夫
此
観
喜
踊
躍
念
佛
謂
空
也
上
人
竊
蒙
加
茂
大
明
神
松
尾
大
明
神
神
勅
為
天
下

泰
平
国
家
安
穏
五
穀
成
就
萬
民
豊
楽
俯
顧
〔
晋 

其
角
居
士
二
百
回
忌
／
螺 

鼠

肝
居
士
五
十
回
忌
〕
追
福

（
３
０
） 

意
義
は
変
わ
っ
て
も
、
四
山
瓢
を
讃
え
る
こ
と
は
芭
蕉
へ
の
追
慕
に
繋
が
り
、
芭
蕉

へ
の
追
慕
は
、
江
戸
座
と
し
て
蕉
風
の
流
れ
を
守
る
其
角
堂
と
志
を
一
に
す
る
。
明
治

二
八
年
八
月
、
永
機
は
男
雪
人
に
庵
号
を
譲
っ
て
阿
心
庵
か
ら
老
鼠
堂
に
号
を
改
め
、

日
本
橋
倶
楽
部
で
祝
吟
の
俳
句
を
詠
ん
だ

（
３
１
）

。
連
綿
た
る
蕉
風
の
流
れ
を
途
絶
え
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
ま
た
旧
派
の
老
将
と
し
て
盤
石
の
地
位
に
あ
っ
た
永
機
に
と
っ
て
、
翌
年

の
其
角
二
百
回
忌
に
お
け
る
関
東
空
也
門
と
の
接
触
は
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
空
也

と
芭
蕉
と
の
結
節
を
意
味
す
る
出
来
事
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
興
行
は
、
明
治
三
〇

年
を
目
前
に
控
え
な
が
ら
、
江
戸
と
い
う
時
代
そ
の
も
の
を
顕
彰
し
た
一
大
事
業
で
は

な
か
っ
た
か
。 

（
２０
）
橋
本
家
蔵
本
、
早
稲
田
大
学
本
、
国
立
国
会
図
書
館
本
の
『
七
多
羅
樹
』
で
は
明
治
三

〇
年
を
刊
記
と
す
る
。 

（
２１
）
越
後
敬
子
「
其
角
堂
永
機
の
俳
諧
活
動
―
明
治
期
編
―
」（『
実
践
国
文
学
』
八
〇
、1

9
8

頁
） 

（
２２
）
注
（
２１
）
に
同
じ
。 
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（
２３
）
永
機
と
梅
年
と
は
共
に
千
句
を
興
行
し
江
ノ
島
旅
行
に
も
出
か
け
て
い
る
。
注
（
21
）

1
8

4

～2
0
1

頁
を
参
照
。 

（
２４
）『
都
新
聞
』
四
二
七
三
号
附
録
『
都
新
聞
毎
月
附
録
都
之
華
』（
第
二
一
号
、
一
八
九
九

年
三
月
二
四
日
）
を
参
照
。 

（
２５
）
拙
稿
「
幕
末
期
の
遊
行
寺
に
お
け
る
阿
弥
号
授
与
―
細
木
香
以
ら
の
活
動
を
中
心
に
―
」

（『
日
本
語
・
日
本
文
学
研
究
と
注
釈
』
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
、
２１
頁
）
を
参
照
。 

（
２６
）
後
藤
淳
郎
「
博
物
局
書
籍
館
長
、
町
田
久
成
―
そ
の
宗
教
観
を
中
心
と
し
て
―
」（『
教

育
学
雑
誌
』
第
一
〇
号
、
一
九
七
六
年
、
１８
～
２７
頁
）
を
参
照
。 

（
２７
）『
読
売
』
明
治
二
四
年
五
月
七
日
、
三
面 

（
２８
）
注
（
２７
）
に
同
じ
。 

（
２９
）
落
柿
舎
の
集
ま
り
に
つ
い
て
は
、
浪
化
編
「
と
な
み
山
」
序
（
宮
本
三
郎
・
今
栄
蔵
校

注
、
古
典
俳
文
学
大
系
七
『
蕉
門
俳
諧
集
（
二
）』
集
英
社
、
一
九
七
一
年
、1

0
1

～1
0

2

頁
）
に
描
か
れ
て
い
る
。 

（
３０
）『
七
多
羅
樹
』
跋
文
。〔 

 

〕
内
は
割
書
を
示
す
。 

（
３１
）
『
読
売
』
八
月
三
日
、
朝
刊
、
三
面
。
た
だ
し
、
『
技
藝
之
友
』
（
第
二
一
号
、
明
治
四

〇
年
、
２７
頁
）
で
は
「
門
人
雪
人
に
阿
心
庵
を
授
け
て
羊
岩
庵
と
號
す
」
と
し
、
老
鼠

堂
へ
の
改
号
は
明
治
二
四
年
だ
と
、
永
機
の
門
人
で
あ
る
桜
々
堂
機
春
（
造
化
庵
機
春
。

伊
藤
貞
次
郎
の
こ
と
）
が
記
す
。 

 

竺
仙
を
め
ぐ
る
二
つ
の
〈
阿
弥
号
〉 

関
東
空
也
門
が
創
設
さ
れ
、
竺
仙
に
つ
い
て
言
え
ば
元
治
元
（1

8
6
4

）
年
に
「
竺

阿
弥
」
号
を
得
た
こ
と
は
す
で
に
説
明
し
た
。
だ
が
竺
仙
が
〈
阿
弥
号
〉
を
得
る
の
は

こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
。
竺
仙
は
遊
行
寺
か
ら
も
「
菫
阿
弥
」
と
い
う
〈
阿
弥
号
〉

を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。 

安
政
四
（1

8
5

7

）
年
か
ら
文
久
二
（1

8
6

2

）
年
に
か
け
て
、
細
木
香
以
を
中
心
と

し
た
一
団
が
、
複
数
回
に
分
け
て
藤
沢
山
無
量
光
院
清
浄
光
寺
（
通
称
、
遊
行
寺
）
に

〈
阿
弥
号
〉
授
与
を
願
い
出
た

（
３
２
）

。
こ
の
〈
阿
弥
号
〉
授
与
と
、
空
也
堂
と
の
そ
れ
が
ど

の
よ
う
に
繋
が
る
の
か
は
不
透
明
な
点
が
多
い
。
た
だ
、
当
時
遊
行
寺
の
上
人
だ
っ
た

尊
澄
（
四
一
世
藤
沢
上
人
・
五
八
代
遊
行
上
人
。
明
治
三
〈1

8
7
0

〉
年
八
月
遷
化
）

と
、
香
以
お
よ
び
そ
の
一
団
と
の
間
で
行
わ
れ
た
〈
阿
弥
号
〉
授
与
に
従
い
、
竺
仙
は

「
菫
阿
弥
」
と
い
う
〈
阿
弥
号
〉
を
得
た

（
３
３
）

。
文
久
三
年
に
香
以
が
千
葉
の
寒
川
村
へ
逼

塞
し
た
後
、
竺
仙
が
関
東
空
也
門
と
し
て
「
竺
阿
弥
」
と
い
う
〈
阿
弥
号
〉
を
得
た
こ

と
は
興
味
深
い
行
動
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
〈
阿
弥
号
〉
と
い
う
視
点
で
は
香
以
側
か
ら

指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
竺
仙
と
関
東
空
也
と
い
う
視
点
で
語
ら
れ
た
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
加
え
て
、
香
以
の
〈
阿
弥
号
〉
授
与
と
関
東
空
也
門
の
そ
れ
と
で
は
、

後
者
が
格
段
に
強
い
宗
教
色
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

誤
解
の
な
い
よ
う
先
に
記
せ
ば
、
遊
行
寺
に
お
け
る
〈
阿
弥
号
〉〈
阿
弥
陀
仏
号
〉

と
は
、
時
宗
の
教
団
に
属
す
る
男
性
（
僧
侶
・
俗
人
）
に
与
え
る
法
号
で
あ
り
、
そ
こ

に
は
時
宗
開
祖
の
一
遍
上
人
の
思
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
南
無
阿
弥
陀

仏
の
名
号
を
唱
え
る
こ
と
で
衆
生
は
往
生
し
、
名
号
の
世
界
で
は
時
衆
も
信
徒
も
阿
弥

陀
仏
と
一
体
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
義
か
ら
〈
阿
弥
号
〉
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
自
身
の
名
の
頭
文
字
な
ど
を
取
っ
て
、
○
阿
弥
陀
仏
・
○
阿
弥
と
名
付
け
た
。
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こ
れ
が
時
宗
で
の
〈
阿
弥
号
〉
で
あ
る

（
３
４
）

。 
問
題
は
、
通
常
、
時
宗
門
徒
の
証
と
し
て
時
衆
や
信
徒
が
名
乗
っ
た
〈
阿
弥
号
〉
を
、

香
以
の
場
合
は
冥
加
料
と
引
き
換
え
に
個
人
や
仲
間
と
で
、
と
く
に
宗
旨
変
え
の
意
図

も
な
く
相
当
数
を
得
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
世
阿
弥
の
ご
と
く
芸
能
集
団
が
阿
弥
号
を

自
称
し
た
例
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
言
え
な
い
が
、
同
時
期
の
『
藤
沢
山
日
鑑
』
で
は

彼
ら
一
派
以
外
で
の
例
が
皆
無
で
あ
る
。
香
以
の
〈
阿
弥
号
〉
授
与
は
近
世
時
宗
史
に

お
い
て
異
例
の
事
態
で
あ
っ
た
。 

香
以
に
と
っ
て
の
〈
阿
弥
号
〉
は
、『
恩
』（
２３
オ
～
３２
ウ
）
に
載
る
馬
十
連
な
ど

の
〈
連
〉
的
性
格
を
持
っ
た
集
団
が
、
そ
の
結
束
力
を
表
す
一
指
標
と
し
て
互
い
に
有

し
た
符
牒
の
ご
と
き
渾
名
に
近
い
。
し
か
し
空
也
門
に
お
け
る
〈
阿
弥
号
〉
は
、
あ
く

ま
で
〈
宗
教
集
団
〉
の
一
員
と
し
て
の
責
務
を
全
う
さ
せ
る
べ
く
機
能
し
て
い
る
。
遊

行
上
人
か
ら
授
与
さ
れ
た
〈
阿
弥
号
〉
を
、
香
以
は
比
較
的
自
由
に
取
巻
き
へ
配
布
し

た
が
、
空
也
門
に
お
け
る
〈
阿
弥
号
〉
に
は
、
そ
う
し
た
自
由
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

む
し
ろ
、
関
東
空
也
門
徒
と
し
て
の
個
人
性
を
特
定
す
る
一
指
標
と
し
て
、
個
人
の
上

か
ら
動
か
し
難
い
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
渾
名
の
ご
と
き
軽
さ
が
な
い
。
そ
の
意
味
で

関
東
空
也
の
一
門
は
〈
蓮
名
〉
と
称
し
な
が
ら
も
、
同
音
の
〈
連
名
〉
と
は
ま
っ
た
く

異
質
な
紐
帯
で
繋
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。 

如
電
に
よ
る
『
風
俗
画
報
』（
四
三
号
）
の
先
記
の
小
文
か
ら
、
時
宗
の
創
始
者
で

あ
る
一
遍
上
人
に
よ
る
踊
り
念
仏
の
濫
觴
は
空
也
上
人
に
あ
る
と
い
う
考
え
が
空
也

門
に
通
底
し
て
い
た
節
が
あ
る
（
１８
頁
）
。
香
以
と
の
〈
阿
弥
号
〉
授
与
を
機
に
、
あ

る
い
は
篤
実
な
性
格
の
竺
仙
が
、
帰
依
の
心
を
動
か
さ
れ
て
空
也
堂
を
訪
ね
た
と
し
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
一
方
で
、『
恩
』
上
梓
の
意
図
を
考
慮
す
れ
ば
、
零
落
し
た
香

以
を
竺
仙
が
あ
っ
さ
り
と
見
捨
て
て
、
新
た
に
星
野
に
鞍
替
え
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。

異
質
な
二
つ
の
〈
阿
弥
号
〉
授
与
が
、
ど
の
よ
う
に
竺
仙
の
な
か
で
両
立
・
併
存
、
あ

る
い
は
矛
盾
な
く
移
行
で
き
た
の
か
。
そ
の
謎
を
解
く
鍵
は
、
や
は
り
香
以
の
〈
阿
弥

号
〉
願
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

『
藤
沢
山
日
鑑
』
安
政
七
（1

8
6
0

）
年
二
月
二
二
日
条
に
よ
れ
ば
、「
田
中
半
四
郎
」

「
小
倉
佐
平
」「
細
木
藤
四
郎
」
と
い
う
三
人
が
金
一
両
ず
つ
を
献
上
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
「
菫
阿
弥
」「

堀
（
暇
カ
）

阿
弥
」「
田
阿
弥
」
の
阿
弥
号
を
授
与
さ
れ
た
と
あ
る
。
一
人
目

の
田
中
半
四
郎
は
『
藤
沢
山
日
鑑
』
記
載
の
住
所
か
ら
み
て
、
加
賀
町
の
草
創
名
主
、

田
中
平
四
郎
で
あ
ろ
う
。
「
蓮
名
覚
」
か
ら
「
田
中
平
四
郎
政
守
」
が
「
寛
姓
院
田
阿

弥
如
海
」
と
称
す
空
也
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
蓮
名
覚
」
は
元
治
元
（1

8
6
4

）

年
以
降
の
記
載
と
目
さ
れ
る
が
、『
日
鑑
』
の
「
菫
阿
弥
」
を
得
た
田
中
と
同
一
人
で

あ
ろ
う
。
二
人
目
の
「

堀
（
暇
カ
）

阿
弥
」
を
も
ら
っ
た
小
倉
佐
平
は
、
団
子
坂
上
（
現
鷗
外

記
念
室
辺
り
）
に
質
舗
を
構
え
た
高
木
佐
平
（
文
化
一
一
〈1

8
1
4

〉
～
明
治
一
二
〈1

8
7
9

〉。

『
恩
』
４２
オ
）
。
最
後
に
挙
が
る
「
田
阿
弥
」
を
得
た
細
木
藤
四
郎
と
は
、
遊
行
寺
に

お
け
る
〈
阿
弥
号
〉
願
の
中
心
人
物
だ
っ
た
細
木
香
以
（
津
国
屋
藤
次
郎
）
に
違
い
あ

る
ま
い
。 

右
の
事
例
か
ら
、
後
に
関
東
空
也
門
と
な
る
田
中
は
香
以
と
そ
も
そ
も
親
し
い
間
柄

で
あ
り
、
竺
仙
が
両
者
の
知
遇
を
得
て
い
た
こ
と
。
空
也
堂
で
〈
阿
弥
号
〉
を
得
る
以

前
か
ら
、
竺
仙
も
田
中
も
香
以
の
〈
阿
弥
号
〉
授
与
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
。
竺
仙
が

初
め
に
号
し
た
「
菫
阿
弥
」
は
田
中
か
ら
、
菫
阿
弥
だ
っ
た
田
中
が
空
也
門
で
名
乗
っ
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た
「
田
阿
弥
」
は
香
以
か
ら
譲
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

（
３
５
）

。
こ
う
し
た
諸
々
の
こ
と

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
魯
文
の
「
再
来
」（
第
三
回
）
に
は
天
保
一
二
（1

8
4
1

）
年
頃
、
田
中
が
香

以
の
父
龍
池
を
危
機
か
ら
救
っ
た
話
が
載
る
。
町
名
主
は
世
襲
制
の
た
め
天
保
期
の
田

中
が
、
竺
仙
と
交
流
し
た
田
中
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
仮
に
別
人
だ
と
し
て
も
、
龍

池
の
時
分
か
ら
結
ば
れ
た
町
名
主
と
の
交
誼
を
息
香
以
が
引
き
継
ぎ
、
そ
の
交
誼
を
香

以
の
取
巻
き
で
あ
っ
た
竺
仙
も
浴
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
な
ら
ば
、
竺
仙
が

田
中
ら
と
空
也
門
徒
と
し
て
結
集
し
た
こ
と
は
意
外
な
こ
と
と
は
言
え
な
い
し
、
香
以

ら
に
与
え
ら
れ
た
愛
称
で
あ
る
「
竺
仙
」
を
も
っ
て
空
也
堂
よ
り
「
竺
阿
弥
」
の
号
を

頂
く
の
も
、
ま
た
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
田
中
は
「
天
下
大
通
金
屋
仙
之
助
」
の
印

を
竺
仙
に
贈
っ
た
人
物
だ
が
（「
曼
荼
羅
」
４１
頁
）
、
こ
れ
も
空
也
の
同
朋
と
い
う
由

縁
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
竺
仙
の
な
か
で
二
つ
の
〈
阿
弥
号
〉
を

戴
く
こ
と
は
、
決
し
て
香
以
の
恩
顧
に
背
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

竺
仙
に
と
っ
て
恩
人
香
以
と
得
た
〈
阿
弥
号
〉
授
与
の
潮
流
は
、
元
治
元
年
に
結
成

さ
れ
る
関
東
空
也
門
の
「
竺
阿
弥
」
へ
と
連
繋
し
て
程
な
く
、
馬
十
連
の
仲
間
ら
と
の

死
別
と
時
代
的
転
換
と
も
に
一
端
は
途
絶
え
た
は
ず
で
あ
る
。
明
治
維
新
と
廃
仏
毀
釈

が
遊
行
寺
を
襲
い
、
御
一
新
の
過
程
で
伝
馬
朱
印
状
な
ど
特
権
は
剥
奪
さ
れ
、
不
断
遊

行
廻
国
の
旅
は
抑
制
さ
れ
た

（
３
６
）

。
当
然
、
空
也
堂
も
同
様
に
打
撃
を
蒙
っ
た
で
あ
ろ
う
。

明
治
初
期
に
「
神
仏
分
離
令
」
や
「
神
仏
判
然
令
」
が
発
布
さ
れ
、
仏
教
が
旧
時
代
の

垢
穢
の
ご
と
く
暴
力
的
に
排
除
さ
れ
る
な
か
、
江
戸
を
象
徴
す
る
最
後
の
大
通
人
香
以

が
明
治
三
年
に
黄
泉
の
客
と
な
り
、
竺
仙
ら
に
と
っ
て
の
〈
連
〉
の
中
核
は
喪
失
す
る
。

竺
仙
は
精
神
的
支
柱
を
失
い
、
渠
の
中
で
二
つ
の
〈
阿
弥
号
〉
は
完
全
に
過
去
の
も
の

と
な
っ
て
い
く
は
ず
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
明
治
一
一
年
、
竺
仙
は
高
野
山
で
出
家
し
、
如
電
は
空
也
門
徒
と
な
っ
た
。

新
政
府
に
よ
る
神
道
国
教
化
政
策
が
頓
挫
し
、
仏
教
界
が
失
地
か
ら
回
復
し
て
く
る
時

期
で
あ
る
。
思
え
ば
、
関
東
空
也
は
数
数
の
政
策
と
無
縁
で
い
ら
れ
た
。
太
政
官
布
告

（
肉
食
妻
帯
蓄
髪
等
勝
手
た
る
べ
し
事
）、
上
知
令
（
寺
領
の
没
収
）
と
戸
籍
法
（
寺

檀
制
度
の
廃
止
）
の
公
布
、
教
導
職
制
と
大
教
院
へ
の
参
加
な
ど
、
何
ら
彼
ら
の
妨
げ

で
は
な
い

（
３
７
）

。
本
拠
地
で
あ
る
空
也
堂
は
別
と
し
て
も
、
本
よ
り
幕
府
や
皇
室
か
ら
許
可

を
得
た
活
動
と
は
到
底
み
な
し
が
た
い
関
東
空
也
の
有
り
方
が
却
っ
て
幸
い
し
た
の

で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
情
勢
に
照
ら
し
て
活
動
を
自
粛
し
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

明
治
二
三
年
に
は
素
岳
が
「
阿
彌
稱
號
の
空
也
派

．
．
．
．
．
．
．
．
、
追
々
東
京
に
も
其
數
を
増
し
、
折
々

空
也
踊
の
催
し
な
ど
あ
る
由
な
る
が
、
未
だ
當
地
に
ハ
其
家
の
本
據
と
す
べ
き
も
の
も

あ
ら
ざ
り
し
故
、
京
都
な
る
空
也
寺
の
支
堂
を
設
け
ん
」

（
３
８
）

た
め
に
京
都
へ
出
立
す
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
表
舞
台
に
お
い
て
空
也
念
仏
が
再
起
し
て
い
た
。
遂
に

は
〈
阿
弥
号
〉
集
団
で
あ
る
「
関
東
空
也
」
に
よ
っ
て
江
戸
文
化
を
追
慕
・
顕
彰
す
る

か
の
ご
と
く
、
寛
永
寺
の
領
域
で
念
仏
修
行
が
催
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。 

竺
仙
は
元
治
元
年
に
空
也
堂
で
得
た
「
竺
阿
弥
」
号
に
よ
り
、
如
電
と
と
も
に
関
東

空
也
門
徒
と
し
て
新
た
な
〈
連
〉
的
繋
が
り
を
再
開
さ
せ
た
。
竺
仙
に
と
っ
て
、
関
東

空
也
と
し
て
「
竺
阿
弥
」
を
打
ち
出
し
〈
阿
弥
号
〉
の
命
脈
を
保
ち
続
け
る
こ
と
は
、

香
以
ら
と
浴
び
た
江
戸
の
薫
風
を
守
る
手
段
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
竺
仙
は

〈
蓮
名
〉
の
中
に
、
在
り
し
日
の
〈
連
〉
を
託
し
た
の
で
あ
る
。
野
山
に
お
け
る
竺
仙
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の
出
家
は
、
阿
弥
号
を
不
動
の
も
の
と
し
て
過
去
と
対
話
す
る
決
意
の
表
れ
と
さ
え
受

け
取
れ
る
。
時
代
に
翻
弄
さ
れ
下
火
と
な
っ
た
関
東
空
也
を
、
竺
仙
は
「
竺
阿
弥
」
と

し
て
守
り
継
い
だ
。
そ
れ
ゆ
え
竺
仙
が
逝
去
し
、
彼
を
偲
ぶ
一
枚
摺
が
企
図
さ
れ
た
さ

い
、
如
電
は
「
卍
阿
弥
」
と
し
て
追
悼
文
を
手
向
け
た
。
関
東
空
也
を
継
承
す
る
意
志

を
、
如
電
な
り
に
冥
途
の
竺
仙
へ
示
す
た
め
と
は
言
え
な
い
か
。 

 

天
皇
が
東
京
へ
遷
っ
て
よ
り
途
絶
え
た
茶
筅
献
上
の
儀
再
興
の
た
め
、
明
治
三
五
年

に
空
也
光
勝
会
が
誕
生
し
た

（
３
９
）

。
そ
の
後
も
空
也
念
仏
の
広
範
な
活
動
が
確
認
で
き
る

（
４
０
）

。

こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
、
竺
仙
と
如
電
が
所
属
し
た
「
関
東
空
也
」
を
淵
源
と
は
し
な
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
関
東
空
也
は
一
種
の
宗
教
結
社
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
勅
許
を
得

た
活
動
と
は
見
做
し
が
た
い
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
に
よ
っ
て
江
戸
に
拡
充
さ
れ
た
空
也

念
仏
は
、
時
代
の
激
変
に
遭
い
な
が
ら
も
明
治
・
大
正
を
経
て
、
な
お
民
衆
の
心
に
留

ま
り
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。 

（
３２
）
以
下
、
注
（
25
）
１９
～
４０
頁
を
参
照
。 

（
３３
）『
藤
沢
山
日
鑑
』（
万
延
元
年
九
月
二
十
三
日
条
）
に
金
二
百
疋
で
「
橋
本
菫
阿
弥
」
が

授
与
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。 

（
３４
）
今
井
雅
晴
著
『
一
遍
辞
典
』、
平
成
元
年
、
東
京
堂
出
版
、
２９
～
３０
頁
。 

（
３５
）
橋
本
家
に
は
安
政
七
年
二
月
廿
一
日
の
日
付
で
藤
沢
上
人
が
「
菫
阿
弥
」
号
を
授
与
し

た
旨
の
証
文
が
残
る
（「
曼
荼
羅
」
４０
頁
）。
証
文
に
は
授
与
者
の
名
が
な
く
、
他
者
へ

自
由
に
配
布
が
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

（
３６
）『
清
浄
光
寺
史
』（
清
浄
光
寺
史
編
纂
委
員
会
編
、
遊
行
寺
、
二
〇
〇
七
年
、2

7
8

～2
8

1

頁
）
を
参
照
。 

（
３７
）
仏
教
史
は
蓑
輪
顕
量
編
『
事
典
日
本
の
仏
教
』（
二
〇
一
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
奈
良

康
明
編
著
『
新
版
日
本
の
仏
教
を
知
る
事
典
』（
二
〇
〇
五
年
、
東
京
書
籍
）
を
参
照
。 

（
３８
）
傍
点
筆
者
。「
空
也
堂
」『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
三
年
一
月
一
六
日
、
朝
刊
、
四
面
。 

（
３９
）「
空
也
念
仏
の
茶
筅
献
納
式
再
興
」
『
読
売
』
一
九
〇
二
年
八
月
二
日
、
朝
刊
、
四
面
。 

（
４０
）
ほ
か
、
空
也
光
勝
会
に
つ
い
て
は
「
九
月
一
日
執
行
の
空
也
念
仏
」（『
読
売
』
一
九
一

八
年
八
月
二
三
日
、
朝
刊
、
四
面
）
が
あ
る
。
大
正
七
年
に
は
日
本
初
の
婦
人
に
よ
る

空
也
念
仏
が
行
わ
れ
（「
婦
人
の
空
也
念
仏
」『
同
』
同
年
二
月
二
八
日
、
朝
刊
、
四
面
）、

空
也
念
仏
の
興
行
（「
第
二
回
婦
人
子
供
博
覧
会
の
本
日
の
筆
供
養
」
『
同
』
同
年
九
月

一
日
、
朝
刊
、
四
面
）
や
空
也
念
仏
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
行
わ
れ
た
（「
今
夜
の
空
也
念
仏
」

『
同
』
一
九
二
五
年
一
二
月
二
七
日
、
朝
刊
、
一
〇
面
）。 

 

お
わ
り
に 

竺
仙
と
如
電
を
関
東
空
也
の
俎
上
に
乗
せ
て
考
察
し
て
き
た
。
関
東
空
也
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
に
不
透
明
な
部
分
が
多
い
。
空
也
堂
と
清
浄
光
寺
（
遊
行
寺
）
と
の
関
係
も

〈
阿
弥
号
〉
と
い
う
部
分
で
は
今
の
私
に
は
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
。
素
岳
の
生
ま
れ

た
嘉
永
五
年
に
結
成
さ
れ
た
「
馬
十
連
」
の
一
人
、
於
津
武
凹
齋
こ
と
鷺
傳
右
衛
門
（
鷺

寛
太
郎
）
は
、
関
東
空
也
が
創
設
さ
れ
た
年
、
竺
仙
へ
鷺
流
狂
言
の
曲
名
許
状
を
与
え

た
人
物
で
あ
る
（
「
曼
荼
羅
」
６４
頁
）
。『
恩
』
に
載
る
彼
の
戒
名
は
「
白
池
院
鷺
阿
彌

壽
星
居
士
」
。
居
士
号
を
省
け
ば
そ
の
ま
ま
「
蓮
名
覚
」
に
載
る
称
号
と
な
る
。
す
な

わ
ち
、
彼
も
関
東
空
也
で
あ
っ
た
。
百
花
園
に
あ
る
矢
田
蕙
哉
句
碑
の
裏
面
に
「
空
也

門
中
」
と
し
て
、
団
十
郎
や
梅
逸
ら
の
名
が
鐫
ら
れ
た
の
も
、
蕙
哉
が
傳
右
衛
門
の
弟
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子
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
句
碑
の
書
は
永
機
が
認
め
た
。
同
じ
百
花
園
に
あ
る
柘
植
黙
翁

の
句
碑
「
茶
筅
塚
」
は
、
如
電
が
揮
毫
し
た
。
碑
面
の
裏
に
は
「
関
東
空
也
門
中
」
と

し
て
九
三
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
の
名
簿
が
す
べ
て
関
東
空
也
門

徒
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
蕙
哉
や
黙
翁
が
、
香
以
や
竺
仙
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ

た
の
か
、
見
え
て
こ
な
い
。
元
治
元
年
刊
『
春
色
三
題
噺
』
初
篇
や
、
慶
応
二
（1

8
6

6

）

年
刊
『
春
色
三
題
噺
』
二
編
に
現
れ
た
、
功
阿
弥
仏
、
光
阿
弥
、
遊
阿
弥
、
楽
阿
弥
、

鈍
阿
弥
、
福
阿
弥
、
橘
阿
弥
と
は
何
者
な
の
か
。
香
以
の
〈
阿
弥
号
〉
授
与
や
関
東
空

也
と
ど
う
関
わ
る
の
か
。
元
治
元
年
に
馬
十
連
創
始
者
の
齋
藤
権
右
衛
門
が
剃
髪
し
て

是
仏
と
名
乗
る
こ
と
と
、
ど
う
繋
が
る
の
か
。
竺
仙
の
盟
友
で
あ
り
、
香
以
の
取
巻
で

あ
っ
た
狂
言
作
者
の
河
竹
黙
阿
弥
が
、
後
に
遊
行
寺
か
ら
阿
弥
号
を
戴
く
こ
と
は
、
こ

れ
ら
の
流
れ
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。
風
流
茶
人
と
空
也
門
徒
と
の
重
な
り
な
ど
、

関
東
空
也
門
徒
を
取
巻
く
疑
問
は
、
空
也
堂
の
蔵
版
本
や
「
蓮
名
覚
」
の
詳
細
な
検
討

と
合
わ
せ
て
後
考
を
期
し
た
い
。 

（
さ
お
と
め
・
ま
き
と 

本
学
非
常
勤
講
師
） 

 

【
付
記
】
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
「
蓮
名
覚
」
を
始
め
諸
史
料
の
翻
刻
・
掲
載
の
ご
許
可

を
下
さ
っ
た
橋
本
謙
一
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
初
代
竺

仙
の
直
系
で
あ
る
同
氏
は
「
金
屋
竺
仙
」
と
い
う
看
板
で
、
五
代
目
橋
本
仙
之
助
を
受

け
継
ぎ
、
現
在
も
江
戸
か
ら
続
く
商
い
を
守
り
伝
え
て
お
ら
れ
る
。 

  

 

 

【
第
１
号 

目
次
】 

近
世
節
用
集
の
付
録
呪(

ま
じ
な)

い
に
つ
い
て 

柏
原 

司
郎 

幕
末
期
の
遊
行
寺
に
お
け
る
阿
弥
号
授
与 

 
 

―
細
木
香
以
ら
の
活
動
を
中
心
に
― 

早
乙
女
牧
人 

乳
幼
児
の
言
語
行
動
と
発
達
《
誕
生
～
六
ヶ
月
》
概
観 

 

小
林 

千
草 

言
語
生
活
に
お
け
る
複
合
動
詞
の
使
用
実
態 

 
 

―
テ
レ
ビ
ト
ー
ク
番
組
・
新
聞
か
ら
― 

王 

慧 

杰 な
ど 

 

【
第
２
号 

目
次
】 

「
は
い
ず
み
」
考 

―
二
人
の
女
の
対
照
性
と
主
人
公
性
― 

 
 

 
 

眞
鍋 

萌 

幕
末
の
『
太
平
記
』
受
容 

有
馬
新
七
の
場
合 

小
林 

千
草 

ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
の
「
上
海
」 

 
 

―
横
光
利
一
「
上
海
」
に
お
け
る
女
性
人
物
の
役
割
― 

 
 

中
澤 

尊 

な
ど 


